
国
総
②

『
手
技
に
学
ぶ
』

№
２

～

漢
字
の
確
認

～

一

次
の
傍
線
部
の
片
仮
名
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。
教
科
書
で

自
己
採
点
後
、
そ
れ
ぞ
れ
正
し
く
「
書
き
練
習
」
し
な
さ
い
。

答

え

書
き
練
習
①

書
き
練
習
②

①

ホ
ウ
チ
ョ
ウ
で
魚
を
さ
ば
く
。

②

か
ん
な
で
木
を
ケ
ズ
る
。

る

③

ナ
イ
フ
や
は
さ
み
な
ど
の
ハ
モ
ノ
。

④

家
の
改
築
を
タ
ノ
む
。

む

⑤

サ
イ
タ
マ
県
の
県
庁
所
在
地
。

⑥

社
会
生
活
を
イ
ト
ナ
む
。

む

⑦

言
う
こ
と
と
や
る
こ
と
が
チ
ガ
う
。

う

⑧

材
木
を
足
で
フ
む
。

む

⑨

リ
ー
ダ
ー
の
意
見
に
シ
タ
ガ
う
。

う

⑩

腕
の
キ
ン
ニ
ク
が
盛
り
上
が
る
。

⑪

ム
ダ
な
部
分
が
少
し
も
な
い
。

⑫

ビ
ミ
ョ
ウ
な
距
離
を
保
つ
。

⑬

親
子
三
人
で
ク
ら
す
。

ら
す

⑭

他
人
に
イ
ソ
ン
し
な
い
。

⑮

森
林
を
バ
ッ
サ
イ
す
る
。

⑯

ご
み
を
シ
ョ
ウ
キ
ャ
ク
す
る
。

⑰

血
液
が
ジ
ュ
ン
カ
ン
す
る
。

⑱

和
室
の
ユ
カ
イ
タ
を
張
り
替
え
る
。

⑲

髪
の
毛
に
ク
セ
が
つ
く
。

⑳

オ
ダ
や
か
な
目
で
見
る
。

や
か

ウ
ラ
面
へ
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二

次
の
傍
線
部
の
漢
字
の
読
み
方
を
平
仮
名
で
書
き
な
さ
い
。

ま
た
、
そ
の
語
を
漢
字
で
「
書
き
練
習
」
し
な
さ
い
。

答

え

書
き
練
習
①

書
き
練
習
②

①

若
い
頃
を
思
い
出
す
。

②

邪
魔
を
承
知
で
様
子
を
見
る
。

③

素
人
が
余
計
な
口
を
出
す
。

④

さ
び
た
刀
を
研
ぐ
。

ぐ

⑤

の
こ
ぎ
り
の
扱
い
に
注
意
す
る
。

い

⑥

杉
の
木
を
切
る
。

⑦

滑
ら
か
に
平
ら
に
切
る
。

ら
か

⑧

あ
の
人
と
は
相
性
が
悪
い
。

⑨

片
手
で
道
具
を
使
う
。

⑩

切
り
口
の
平
滑
さ
に
驚
く
。

⑪

全
て
チ
ェ
ッ
ク
済
み
だ
。

て

⑫

狩
り
を
す
る
と
き
の
武
器
。

り

⑬

鎌
倉
時
代
の
大
工
。

⑭

丁
寧
に
米
を
作
る
。

⑮

悠
久
の
歴
史
の
流
れ
。

⑯

ビ
ル
を
破
壊
す
る
。

⑰

ゲ
レ
ン
デ
を
ス
キ
ー
で
滑
る
。

る

⑱

真
実
を
隠
す
。

す

⑲

神
仏
を
信
仰
す
る
。

⑳

生
活
の
基
盤
を
築
く
。

☆
書
き
練
習
を
す
る
際
、送
り
仮
名
が
あ
る
語
は
必
ず

そ
の
送
り
仮
名
も
付
け
て
練
習
す
る
こ
と
。

〔

二

年

組

番

名
前

〕


